
正方形 ABCDの辺 BC，CD上にそれぞれ点 E，Fを∠EAF＝45°であ

るようにとり，EFの中点 Mから AB，ADへの垂線の足を I，Jとすれ

ば，長方形 AIMJの面積はもとの正方形の面積の半分に等しい。 

 

 

 

 

 

 

 

（証明）AB＝AD＝ a，BE＝ x，DF＝ y とおくと， 

EC＝ xa  ，FC＝ ya  である。 

また，∠EAF＝45°であるから，BE＋DF＝EF， 

したがって，EF＝ yx  である。 

∠ECF＝90°であるから，EC2＋FC2＝EF2 

よって 

     222
yxyaxa   

  22222 222 yxyxyxyxaa   

  2ayxaxy   

   22aayax  ･･･① 

E，Fからそれぞれ AD，ABへ下ろした垂線の足を K，Lとすると， 

EK＝BA＝ a，FL＝DA＝aである。 

台形 BEFLにおいて，Mは EFの中点で，BE∥IM∥LFであるから 
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2

1
（BE＋LF）＝

2

1
 ax   

同様に台形 DFEKにおいて 
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2

1
（DF＋KE）＝

2

1
 ay   

したがって 

IM・JM＝   ayax 
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よって，①から IM・JM＝
2

2

1
a  

すなわち，長方形 AIMJの面積はもとの正方形の面積の半分に等しい。（終証） 


